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研究成果の概要（和文）：本研究は、入院療養中に患者が着用する「病衣」デザインの研究・開発を目的とす
る。特に、臥床患者における更衣や排泄支援において、病衣（下衣）の構造が身体的・心理的苦痛の一因となっ
ていることから、従来の衣服の形態や構造にとらわれないデザインが必要だと考えた。研究方法としては、日本
の「山袴」や中国の「開襠■（カイダンクー）」（■は衣偏に庫）など既製服以前の下衣の「アノニマスデザイ
ン」を手がかりに、形態や構造について調査・分析し、それらを応用し複数のプロトタイプを試作した。なお、
検討・改良には、医療従事者との連携を予定していたが、折しものCOVID-19の余波により実装実験には至らなか
った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to research and develop the design of “
hospital clothing (lower garments)” worn by patients during inpatient treatment. In particular, the
 structure of as typical trousers was found to be a cause of physical and mental pain for bedridden 
patients when changing clothes and assisting with excretion. Against this background, we thought it 
was necessary to create a design that is not bound by the form and structure of conventional 
clothing. The research method uses the “anonymous design” found in trousers that predates 
ready-made clothing, such as the “KAIDANGKU” worn by Chinese children. After conducting field 
research on the form and structure of lower clothing before ready-made clothing, we applied this to 
the design of hospitalize lower garments and produced some prototypes.It was planned to collaborate 
with medical professionals to study and improve the prototype, but dye to the aftermath of COVID-19,
 implementation experiments were not possibles.

研究分野： デザイン学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
まず、「開襠■」（■は衣偏に庫）の実物調査の実施とその分類をとおして、その形態的特徴や構造を明らかに
した。起立介助が困難な臥床患者の病衣（下衣）の設計要件の検討において、立位姿勢や動作に適した従来の下
衣の筒状構造や股下形状とは異なる「套袴」や「半円形式」開襠■の構造が、臥床患者の病衣をめぐる種々の課
題解決に資する可能性を示し、国際学会での口頭発表において伝統的デザインを今日的課題に照らし応用するエ
シカルデザインの一例として評価された。これらの知見を応用した病衣デザインは患者のウェルビーイングに資
する社会的意義があるといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 筆者はこれまでに上衣を中心に病衣デザインの研究iを行ってきたが、現状の、既製品をベース
とした病衣（下衣）の構造が身体的・心理的苦痛をもたらす一因となっている点をデザイン的課
題と捉え、従来の衣服形態や構造にとらわれないデザインが必要であると考えた。研究開始当初
の背景としては、以下の通りである。 

 

（１） 患者の ADL（日常生活動作）をできるだけ阻害しない生活着を視点とした病衣デザイン
は、その一方で、症例ごとに患者の療養生活レベルは異なり、生活着の概念も多様にな
らざるを得ない。そのため「万能な病衣」は現状にそぐわないといった課題があった。
なかでも臥床患者の ADL は看護・介助者の補助が必須であり、「更衣」「排泄」に関し
ては、患者の要介護度だけでなく着用する病衣の構造や形態によっても難易度が異なる。
その課題は看護学やリハビリテーション学、衣服学などの多くの先行研究で言及されて
いる。 

 

（２） デザイン的には、一般的な病衣（下衣）にみられるパジャマ型・作務衣型の標準型のズ
ボン形状は、既製服の構造をベースとしている。既製服は立位姿勢での着用を前提とし
た構造・形態のため、臥床状態での着用は不向きである。臥床患者を対象とした病衣の
既往事例では、看護・介助者の知見と連携した様々な工夫がなされているものの、いず
れも既製服の構造を前提としてきた。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、臥床患者の入院療養時の QoL に資する病衣（下衣）デザインの設計要件を、既製
服以前の「アノニマスデザイン」の知見を手がかりに抽出し、それを元にプロトタイプを試作・
評価することで、患者の人間的尊厳を守る病衣の具体的形態についてのデザイン研究・開発を目
指すものである。 

 筆者の実際の介護体験からも、臥床状態での更衣介助や排泄支援における患者・介助者双方の
心身的負担は大きい。要介護状態［全介助］に相当する臥床患者は、長期にわたる安静臥位がも
たらす血行不巡による筋力低下、筋肉萎縮など体力減衰によって、寝返りや移乗に伴う体位変換
時の愁訴がしばしばあり、同様の理由により病衣の着脱のみならずズレやヨレを整えるだけで
も苦痛を感じ、嫌がるケースも少なくない。一方の介助者も、下肢や体幹の筋力が低下し腰を浮
かすことができない成人患者の更衣や排泄支援は二人がかりのケアプランとなり、身体的にも
人員的にも負荷がかかっている。要介護者の生活機能レベルと衣生活をめぐる介護支援の実状
と課題を明らかにしている先行研究iiでも、自力で寝返りができる臥床高齢者に対しても標準的
な下衣の更衣介助は臥位であり、患者の腰上げも介助者の技術上の要点となること、病衣におい
ては、ズボンの上げ下げなど臥位での着脱の容易さや清潔保持のための管理しやすさを指摘し
た上で、基本的には臥床患者であっても日中は“普通”のズボンの着用を推奨しながらも、既製
服をベースとした課題についても指摘している。 

 そこで、本研究では、まず既製服をベースとしない病衣（下衣）の検討に向け、「アノニマス
デザイン」を用いることにした。2012 年に京都工芸繊維大学での「アノニマスデザイン 2.0」で
言及された「近代システムと伝統システムの間に位置づけられる」iiiに依拠し、近代システムに
よる既製服―標準的なズボン―に対し、伝統システムの下衣―袴、股引といった下体部に着装す
る服物―について調査・分類することを研究前半の目的とした。研究後半では、前半で得られた
知見をもとに設計要件を抽出し、それをもとに試作し、実装評価の実施を目論んだ。 

 

３．研究の方法 

 研究は（１）下衣の「アノニマスデザイン」の調査・分析、（２）プロトタイプ試作、（３）プ
ロトタイプ評価の三段階で構成し、それぞれの研究方法は以下のとおりである。 
 
（１） 下衣の「アノニマスデザイン」の調査・分析（2018〜2020年） 

① 「アノニマスデザイン」の定義づけのための予備調査（2018年） 
伝統システムの下衣を明らかにする文献資料をもとに予備調査を行う。文献資料は文化
人類学や民俗学を中心にあたり、その上で、「和装の下体の表に着装し、腰部から脚部
をおおう服物で、その構造は前後両部から成り、下部は左右に分かれて筒状に縫合され、
ここに両脚を通し、上部にふされた紐を結んで着装する」iv袴の、さらに起源・源流に
あたるとされる山袴にみられる臀部の開いた構造（「第一類 二枚型（前布独存―無後布
型）」など）vや、特徴的な襠の形状、腰板がない点などを、伝統システムの下衣に当た
るとみなし、これらを下衣の「アノニマスデザイン」と定義づけた。 
 

② 「開襠褲（开裆裤 kāidāngkù）」の文献調査・実物調査・分類 

https://cjjc.weblio.jp/content/k%C4%81id%C4%81ngk%C3%B9


予備調査で定義した構造に近似であり、現在も中国地方部にて使用されている「股割
れズボン」の原型となる「開襠褲」について調査を行う。文献調査の上、中国での実物
調査を実施し、それぞれの構造・形態、襠の形状や機能に着目し分類を試みた。 
 文献資料は、CHINESE DRESS & ADORNMENT THROUGH THE AGES: THE 
ART OF CLASSIC FASHION（Gao 2010）vi、『中国古代の服飾研究 増補版』（沈 1995）
vii、『黄岩南宋趙伯澐墓出土服飾展』（2017）viii、「童趣无限：近代儿童开裆裤面面观」
（李 2012）ixを用いた。 

 実物調査の期間は 2019 年 2 月 27 日から 3 月 4 日の 6 日間とした。調査対象は、a.中
国丝绸博物館（浙江省杭州）の黄岩南宋趙伯澐墓より出土した開襠褲、b.上海紡織服飾
博物館（浙江省上海）の清朝から民国時代の幼児用開襠褲、c.南京市博物館の南宋代の
開襠褲（《蒂蓮紋羅褲》2003 年、南京市高淳区花山南宋墓出土）、d.北京服装学院附属民
族服飾博物館に所蔵される幼児用開襠褲および同学院准教授蒋玉秋の研究資料（明代開
襠褲の複製）の構造・形状・襠の形状・縫合の有無などを分類し比較した。 

 
（２） プロトタイプの試作(2021〜最終年度) 

（１）で分類・考察した「開襠褲」の構造を手がかりに、臥床状態での着脱や患者の羞
恥心など身体的・心理的負担を軽減する病衣デザインの設計要件を抽出し、複数のプロ
トタイプを試作し、検討した。 

 
（３） プロトタイプの評価（未実施） 

看護・介助者と連携し協力体制を整えた上で被験者を募り、臥床状態での着脱実験や、
着用実験など実装による評価と、着脱しやすさの評価を行い、新型病衣における臥床患
者への更衣支援をめぐるアセスメントの策定に向けた情報をまとめる。 

 
４．研究成果 
 研究の成果は以下のとおりである。 
なお、3.研究の方法（３）プロトタイプ評価については、社会情勢や筆者の個人的事情が重な
り医療関連機関との連携体制を確立できず計画通りの実施とはならなかったことを事前に報告
する。 
（１） 「開襠褲」調査・分析 

本研究の目指す下衣への応用の可能性を探るため、2019 年〜2020 年にかけて「開襠褲」
の構造や形状を整理する調査研究に着手した。方法は先述の通りである。 
① 文献調査 

下衣はスカート状とズボン状の形状に大別され、調査対象となる後者は「袴（kù：こ）」、
「褲（kù：こ）」、そのほか「脛衣（jingyi）」、「膝褲（xiku）」、「套袴（tàokù）」など各
部位を覆う部分的な下衣に分類される。沈は「袴」は「脚部を覆う」目的があり、一
方の「褲」は「脚部を覆う」と「股部を縫い合わせる」目的があるとしている。股部
を形成する後者は、必然的に襠が生まれ生地つれを防止し動きやすさに役立っており、
〈江陵馬山楚墓〉出土の古代服では四角形の襠で上・下衣の歪みを解消し立体化する
など、同時代の衣服設計において襠は有意とみなされていた。なお、「開襠褲」は襠を
あえて縫合していない下衣と分類でき、縫合しない理由は、開脚などさらに大きな動
きに対応するためと推測した。さらに、同墓から出土した袴の構造は、「套袴」を幅広
の別生地に縫い付け、異なる径を調整するため二つの三角形の襠を縫合しているが、
背面は臀部まで大きく開口しており、それを巻きつけて着用する。 
以上の文献調査をとおして「開襠褲」には、1)襠を縫合しない「褲」2)襠を縫合して
いるが背面が大きく開口した「袴」の二種があることが明らかとなった 
 

② 実物調査 
文献調査にて「開襠褲」の
特徴を理解した上で、実物
の目視、可能な場合は実測
や着用方法について調査し
た。調査対象は南宋代の成
人男性用（13C）、明代（14

〜17C）の成人男性用（複
製）、清〜民国代の幼児用
（20C 初頭）の「開襠褲」
の、腰部（実測の場合は胴
囲）、脚部、股部、襠それぞ
れの構造や形状、着衣形態
（シルエット）の相違に着
目し、文献調査の楚代
（6B.C〜3C）からどのよう 表 1 開襠褲の構造および形状の分類 

https://cjjc.weblio.jp/content/t%C3%A0ok%C3%B9


に変化したかを比較した（表１）。その結果、楚代の「套袴」を発展させた「開襠褲」
（図 1）の後、南宋代には布量を重視した形態となり、その後、合理的で動きやすい形
態へと変化している。襠は山袴の［ヒウチマチ］様の三角襠から四角形の［カクマチ］
に変化し、清代では脚部と一体化させ標準的なズボン型に近い形状となっているが、
しかし襠は縫合していない状態である。そもそも
当時の匿名の人々が求めた機能性や美意識によ
って洗練され形成されてきた上、中国の衣服文化
は時代ごとの権勢を担う民族が異なり、それぞれ
の社会的な制度や規範、文化的な価値観に依ると
ころが大きく、一概に比較できるものではない
が、既製服以前の下衣のアノニマスデザインの実
際を知るとともに、病衣設計の手がかりを得た。 

 
（２） プロトタイプ試作 

病衣の構造は、入院加療中の医療や看護・介助しやす
い「前開型」が一般的であり、下衣も同構造を基本と
し、「開襠褲」の背側で開口する「後開型」構造を前後
逆の構造にすることとした。また、褥瘡防止の観点か
らも背側の構造はできるだけシンプルなものとする。
以上の初期条件に適宜な構造を有する「開襠褲」とし
て、套袴を発展させた〈江陵馬山楚墓〉の袴（図 1）
と、清〜民国時代の幼児向け開襠褲の特に［半円形式］
構造（図 2）を用いることとした。これらはいずれも
筒状脚部と連結する腰部が腰巻型であり、浴衣型構造
と一部類似しているため従来の更衣介助技術も応用
可能であると考えたためである。反面「前開き型」の
構造が要因となる患者の心理的負荷（安静臥位でもは
だけやすい、介助の際に局部が露出しやすいなど）は
改善を必要とする。そこで足捌きも良くはだけにくく
なる筒状構造を加え、それらの課題点（履く動作によ
り臥床患者・介助者の双方にとって少なからず困難と
なる）については、「開襠褲」は標準的なズボンに比べ
広めの履き口や浅めの筒状である点から、負荷が軽減
できると見込んだ。 

 

以上を条件をもとに 3 点のプロトタイプを試作した。以下、それぞれの設計要件である。 

① 〈江陵馬山楚墓〉の袴を原型としたデザイ
ン。股部を大きく開口でき、既製服の下衣の
標準的なパターンで生じる背面中心の縫製
線をなくしている。（図 3） 

 

② ［半円形式］構造を応用し、筒状脚部と巻型
腰部で構成されたデザイン。脚部は膝から
約 15cm 上に履き口を設けた。腰部を履き
口に向けたたみ巻き寄せた状態で、患者の
左右の足首を浮かせて履き口に通し、たた
まれた腰部の布を背面に引き上げて平らに
広げ、左右から胴囲を巻くようにして着衣
する。さらに左方体側に縫合した別布を巻
きスカート状にすることで、股部の開きを
防ぐ。（図 4） 

 

③ ［半円形式］構造を応用したデザイン。腰部
から臀部にかけてスカート状になってお
り、前面が筒状となっている。②と同じく、
左方体側に別布を縫合し、巻きスカート状
の構造により股部を覆うことで患者の心理
的負担軽減を目指した。（図 5） 

 

 

 これらは、それぞれ臥位での着脱実験を通じて課題を抽出し、微調整を加えながら検討を

図 1 〈江陵馬山楚墓〉の袴の模式図 

図 3 

図 4 

図 5 

図 2 「半円形式」開襠褲の模式図 



行った。試作を通して、腰部の巻き型構造や胴囲の着衣形態の安定化においては多くの課題
が散見された。また、背側中心の縫製線をなくす設計とした一方で、余分な生地量が生じて
しまった点、構造的に生じる布の重なりによる厚みやだぶつきなど、既製服とは異なる構
造・形態に適宜な素材の選択など種々の検討材料が残った。また、当初の研究計画の対象と
していた臥床担がん患者については、COVID-19 の混乱の中で医療機関との連携は困難で
あり、本研究では臥位での着脱を主軸に進めることとなった。以上の点からも本研究は計画
通りとはいかず、また十分な成果を得るに至ったとは言い難い。しかし、これまでの既製服
の構造が要因となる病衣（下衣）の更衣介助の課題について再考する一契機として本研究は
有意であると捉え、今後、評価体制の再構築に努めるとともに、病衣の設計要件の検討と改
良を継続しながら、ささやかながらも入院加療中の患者およびその家族、看護・介助者の一
助となれるデザインについて考えていきたいと願っている。 
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